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新規就農者 独立 農家の自立
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インド事業
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＊Creating Shared Value：社会問題の解決と企業の利益を両立させる経営18
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インド進出した経緯
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ハウス建設
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平成２８年３月２２日 

 
輸出力強化ワーキンググループ 資料 

 
谷口牧場 谷口隆博 

 
 小泉部会長が神戸に来られた際、ＴＰＰ対策の一環として輸出体制の強化と

整備を提言させていただいたところ、早々に取組んでいただき御礼を申しあげ

ます。さらに、全国の食肉センターの整備（輸出対応）をお願いします。 
 肉牛は、２時間以上の輸送に対し大きなストレスを感じます。よって生体重

に対する枝肉歩留まりが２％以上下がり、７００ｋｇの牛でも１４ｋｇ～２０

ｋｇ枝肉重量がマイナスになります。売上にして、４６，０００円～７０，０

００円のマイナスとなり、年間の出荷頭数に掛けると２５０万円～６００万円

もの減収になります。 
 よって、国内に輸出対応の食肉センターが各県において２時間以内で輸送で

きるよう整備が必要だと考えます。また、２県３県に跨っての整備でもいいの

ですが、いずれにしても牧場からも２時間以内の輸送が理想です。 

 
①販路開拓のため、浅草今半（東京都台東区）さんの契約牧場となり、神戸ビ

ーフの指定牧場となりました。そして今秋にＮＹ（マンハッタン）に「すき焼

き専門店」をオープンする予定です。しかしＵＳＡでは、すでに神戸ビーフが

ＫＯＢＥ ＢＥＥＦ ＡＭＥＲＩＣＡとして出回っており、正真正銘を訴える

ため、息子を派遣することとしました。 

 
②また供給面では、高齢化に伴い生産者の減少が目立ちます。企業牧場の参入

はあるものの母牛の頭数は増頭せず横ばい状態です。そこで、新規参入の支援

事業もいくつかありますが新規参入希望者まで情報が届いていません。さらな

る新規参入支援と情報伝達の推進が必要です。これらにより人口の都心部集中

を少しでも田舎へ移動できないでしょうか（過疎化対策として）。 
 そして、牧場の貸出し事業、高齢者牧場のための子牛育成牧場の検討などい

ろいろ考えていく必要があります。 

 
③税金申告についてですが、現在選択納税により売却証明制度で申告される牧

場が多いのですが、売上金額１００万円以下（税別）は免税になりますが、１

００万円以上は合計額に５％を掛けて計算されています。 
 売上も上がっていますが、その上げ幅より子牛導入額の上げ幅が大きく棚卸
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額だけでも大きく増額し、利益が出ているようですが実際手元に現金残高はあ

りません。平成２７年度は突然、納税額がふくらみ資金繰りを圧迫しています。

税務署では借入れを起こしてでも納税をお願いしますと言っています。 
 当牧場においても２，０００万円程、借入れをする予定です。 
 輸出力強化には関係のないことかもしれませんが、売却証明納税方法の金額

を、黒毛和牛２００万円、交雑種１００万円、乳用肉専８０万円に見直しを早々

にお願いします。 
 このまま行くと在庫頭数は減少、雇用も出来ない、借入れは増える一方で廃

業に追い込まれます。 
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○但馬牛・神戸ビーフの輸出実績
(単位：kg)

年度 マカオ タイ 香港 シンガポーアメリカ カナダ ベトナム ロシア ＥＵ 合計

23 1,143.6 0.0 1,143.6

24 4,216.8 9,231.0 315.6 0.0 13,763.4

25 2,590.0 451.4 17,149.4 2,729.0 1,572.4 0.0 24,492.2

26 3,262.9 1,580.2 12,752.6 5,448.3 3,458.3 43.9 352.3 35.1 21,340.3 48,273.9

27.12 340.4 432.3 7,443.6 4128.1 2,192.9 201.7 439.4 109.6 15,471.8 30,759.8

合計 11,553.7 2,463.9 46,576.6 12,305.4 7,539.2 245.6 791.7 144.7 36,812.1 118,432.9

※神戸肉流通推進協議会からの資料

【谷口隆博】

37



38



1 設立の経緯

・

合の連携による木材輸出

・

高い

・

・

輸出できないか検討

・ 平成２３年４月に協議会を設立し、同年７月から輸出を開始

2 販売戦略

・

・

・

・

向けた木材輸出

3 工夫している点

木 材 輸 出 戦 略 協 議 会 の 取 り 組 み

鹿児島県、宮崎県の県境を越えた４森林組

志布志港は東南アジア方面に利便性が

国際バルク戦略港湾にも選定される

需要先の少ない低質材・大径材を海外へ

戦後、植栽された人工林が利用期を迎え

木材生産量が増加

国は木材自給率５０％を掲げ、同じく両県も

増産体制を目指す

現状は少子高齢化、住宅着工戸数の減少

からどこに需要先を求めるか

選択肢の一つが志布志港からの海外へ

トラブル、代金回収のリスクを少なくする為に、
　　　　　　　　　　　　　　　　　志布志港までとする

平成２７年度　協議会（上海：視察、営業活動）
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4 輸出実績

・

・

・

5 輸出によるプラス効果・メリット

・

・

・

6 今後の課題

①

②

③

・現状岸壁の水深の整備

産地間の連携による共同出荷でブランド化を図る（先ずは九州が一つになることが大事である）

中心に販路拡大を図る

平成２３年度スタートし５年目を迎える

平成25年度は中国市場への開拓もあり、

前年度比で３．７倍の伸び

平成２６年度、志布志港から輸出量１８万ｍ３

となり、全国輸出量の３５％を占め日本一

の木材輸出港となる

国内で需要の少ない大径材や低質材を輸

出することで山林所得の向上に繋がる

日本の地理的利便性を活かしながら中国を

短期間で定質、定量、定期の輸出が可能

中国市場へ良質材や木材製品の売込み

（ 建築基準法の見直し ）

木材輸出港としてのヤード整備

・船積のスピードアップの為、据付型の大型

クレーンの付設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
平成27年度

見込み

協議会 4,690 6,377 23,910 36,121 40,000

志布志港 30,490 35,221 104,627 179,887 203,633

全国 100,596 113,715 264,715 521,222 691,830

0
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800,000m3 年度別出荷量の推移

40



41



社是・企業理念・平成の帳目

会社案内

COMPANY  PROFILE

お客様の期待を超える「国分ブランド」の確立

-5-
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社是・企業理念・平成の帳目

会社案内

COMPANY  PROFILE
-6-
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加工食品／酒

会社案内

COMPANY  PROFILE

マーチャンダイジング機能
機能・事業
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菓子／低温

会社案内

COMPANY  PROFILE

マーチャンダイジング機能
機能・事業
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フードサービス

会社案内

COMPANY  PROFILE

マーチャンダイジング機能
機能・事業
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K&K・tabete ブランド 輸入洋酒

会社案内

COMPANY  PROFILE

マーチャンダイジング機能
機能・事業
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専売商品

会社案内

COMPANY  PROFILE

マーチャンダイジング機能
機能・事業
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農産／水産

会社案内

COMPANY  PROFILE

マーチャンダイジング機能
機能・事業

59



畜産

会社案内

COMPANY  PROFILE

マーチャンダイジング機能
機能・事業
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